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・２０２６年３月期第１四半期連結決算は５期連続の増収。四半期純利益は増益で増収増益！ 

 単体決算も増収増益で、好調な業績である！２０２５年度上半期鉄道営業収入も定期・定期外

ともに前年を上回り、合計１０４．７％になり好調な収入を確保している。 

 

・ベースアップが実施されたものの、未だ止まらない物価高で実質賃金は低下の一途。生活は良

くなるどころか期末手当が生活給の一部となり、生活実感が変わらない。 

・全系統で慢性的な要員不足を抱える中「融合と連携」で更に多能化や労働強化が進み「過去最

高の働き度」との労働実感は変わらない。労働環境も厳しく、輸送障害や自然災害等の異常時

では全系統の組合員・社員が全力で対応している。 

・組合員や社員のモチベーション維持・向上および人材確保と定着を実現するため「賃金は労働

条件の最たるものである」という労使の共通認識を踏まえて、組合員・社員のたゆまぬ努力と

奮闘を受け止め、それに報いる経営姿勢を示すべきだ！ 

 


